
令和５年２月１４日
六栄小学校だより

第１８号
校長 下田 真壽

１０日（金）３７名の新入児が体
験入学のために、六栄小学校を訪れ
ました。
就学児健診では、５年生の子ども

たちがお世話をしましたが、今回は
１年生との交流会を行いました。
１年生の音読発表を、背筋を伸ばして聞く新入児のみんな。いつ入学しても大丈夫だと思い

ました。また、昔遊びではお世話をする姿から、１年生の大きな成長を見ることができました。
帰りは、一斉下校で保護者、上級生と一緒に下校しました。入学式が今から楽しみです。

【エピソード１】
２時間目の休み時間。ノックに返事をすると、よく話をする４年生のＡ君が入ってきました。
「校長室に来てください、と内線電話があったので来ました」
『？』校長室に各教室からの内線電話がかかることはありませんので、私は机の下にしまい

込んでいます。いたずら電話だろうか・・・。
電話を受けたのはＢ君とのこと。心配して付いてきてくれたのでしょう。Ｂ君は廊下で待っ

ていました。Ｂ君に話を聞くと女性だったとのこと。『？？』
一緒にいた教頭先生が「図書室からではないでしょうか」。正解でした。Ａ君もＢ君もドキド
キしたことでしょう。とくにＡ君の気持ちを想像すると何とも言いようがありません。
それ以来Ａ君に会うと（校長室の窓からよく挨拶してくれます）私が「今日は電話なかった」
と聞き、Ａ君が「ハイ！」とにこにこしながら答えるのがお約束になっています。

【エピソード２】
昼休み。「校長先生落ちてました」と１年生の女子二人が窓の外

から緑色のボールを届けてくれました。
「ありがとう。どこに落ちてましたか」
「私たちが遊んでいた近くに落ちてました」
私は、笑顔になりました。あまりにも穏やかな気持ちになったの
で、後から校長室に来てもらい記念撮影しました。

【エピソード３】
ボールが届いた５分後。ノックに返事をすると、今度は２年生の
男子二人がやってきました。
「校長先生１００円玉が落ちていました」
「ありがとう。どこに落ちてましたか」
「けやきの近くを掘っていたら出てきました」
この１００円玉。昭和５１年製造ですが、厚みが半分ほどしかあ
りません。私の１００円玉と比べて、３人で盛り上がりました。落銭として保管し、募金する
ことを伝えました。
訪問者が多い２月６日月曜日でした。

毎月１７日は「ながす交通安全の日」 「ヘルメット着用」「飛び出し注意」
保護者・地域の皆様、声かけお願いします。

令和４年度スローガン 「子どもたちに寄り添う『チーム六栄』」

新入児体験入学

校長室を訪れる子どもたち ２月６日（月）


